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1985年︓東京医科⻭科⼤学⻭学部卒
⼤学院〜助⼿の時代は顔⾯発⽣研究を専⾨

1989年︓同⼤学⻭学研究科博⼠課程修了、助⼿
1996年︓国⽴精神・神経センター神経研究所室⻑

神経発⽣分野にシフト

1998年-︓東北⼤学⼤学院医学系研究科教授
精神疾患モデル研究も開始

2004-2009年︓CREST 「脳学習」 研究代表者
2007-2012年度︓脳科学グローバルCOEリーダー
2010-2011年冬 プチサバティカル＠ハーバード⼤学
2016-2020年度︓「個性」創発脳領域代表
2018年度-︓副学⻑(広報・ダイバーシティ担当)、附属図書館⻑

2⾃⼰紹介

書影は「版元ドットコム」他 より



3東北⼤学附属図書館︓今年は111周年︕

附属図書館創⽴︕

https://www.bureau.tohoku.ac.jp/115anniv/

附属図書館創⽴
111周年︕

本館竣⼯50周年︕
⻤頭梓による設計



4東北⼤学附属図書館

北⻘葉⼭分館
〔理学・薬学系〕

本 館
〔教養・⼈⽂社会科学系〕

農学分館
〔農学系〕

医学分館
〔医学・⻭学系〕

⼯学分館
〔⼯学・情報科学系〕

部局図書室（各研究科・研究所の下に配置）
・⽂学研究科図書室 ・数学専攻研究資料室 ・⾦属材料研究所図書室
・教育学研究科図書室 ・物理学専攻図書室 ・流体科学研究所図書室
・法学研究科図書室 ・情報数学図書室 ・電気通信研究所図書室
・経済学研究科図書室 ・法政実務図書室 ・多元物質科学研究所図書室
・⻭学研究科図書室 ・東北アジア研究センター図書室

蔵書数

420万冊

電⼦ジャーナル
購読数

1万4千種

古典資料
デジタル化点数

4万5千点



国宝２点（東北⼤学附属図書館所蔵）

「史記」（孝⽂本紀 第⼗）

「類聚国史」（巻第⼆⼗五）



6東北⼤学BCPレベル 1 となり通常開館になりました

レベル 開館等 閲覧席 館内貸出 郵送貸出 学外者 貴重書閲覧
(研究⽬的)

0 通常 通常 通常 あり 通常 通常

1 通常または
短縮 (時間外・休⽇開館あり)

使⽤可
(35%減) 通常 全学⽣ ⼊館貸出可

(座席使⽤不可)
学内者︓可／学外者︓事前予
約 (居住地の感染状況を確認)

2 短縮 (時間外・休⽇開館あり) 使⽤可(60%減) 通常 全学⽣ 原則取置貸出
(⼊館不可)

学内者︓可／学外者︓事前予
約 (居住地の感染状況を確認)

3.0 短縮 (時間外・休⽇開館あり) 使⽤可(60%減) 通常 全学⽣ 取置貸出
(⼊館不可)

学内者︓可 (⼈数制限あり) ／
学外者︓不可

3.5 平⽇9-17時 (時間外・休⽇開
館なし)

使⽤可
(60%減) 通常 全学⽣ 利⽤不可 不可

4 休館 使⽤不可 ⼊構許可者対
象に取置貸出 全構成員 利⽤不可 不可

5 全⾯休館 (職員も在宅勤務) 使⽤不可 不可 不可 利⽤不可 不可

http://www.library.tohoku.ac.jp/news/2021/20210413_bcplibservice.pdf

2022/7/1より

http://www.library.tohoku.ac.jp/news/2021/20210413_bcplibservice.pdf


本⽇の内容

1. ⼀歩前へ︕ 「転換契約」の顛末とこれから

2. 災害レジリエントな⼤学図書館へ

3. オープンサイエンス推進と論⽂の引⽤数増加

4. 多様なステークホルダーとの協働
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9図書館の歴史は⼤学よりも⻑い

アレクサンドリア図書館

楔形⽂字が刻まれた粘⼟板
（⼤英博物館所蔵）

https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Ancientlibraryalex.jpg



10「知の府」としての⼤学図書館

東北⼤学⻘葉⼭コモンズ内附属図書館農学分館



11ディジタル＋インターネット＞＞＞オープンアクセス時代

出典︓内閣府報告書「我が国におけるオープンサイエンス推進のあり⽅について」（2015.3.30）
https://www8.cao.go.jp/cstp/sonota/openscience/

https://www8.cao.go.jp/cstp/sonota/openscience/


12電⼦ジャーナルがもたらした世界

•どこからでもアクセス
• リアルな図書館まで出向くことの苦痛……
• 「アクセスできなければ買えばいいじゃない」という囁き……

•何でもランキング︕



13背景︓〔東北⼤学〕 電⼦ジャーナル等購読料の推移
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全学的基盤経費
タイトル数

l 10年間で 2.6億円の増加（ジャーナル原価の上昇、為替レートの影響）
l 全学的基盤経費（中央予算）の増額は限界に → ⽀出を抑えない限り、部局負担が増える⼀⽅



14背景︓〔東北⼤学〕 ジャーナル購読と論⽂出版の⽀出上昇

2.7 3.2 3.5 3.6

3.8
3.6

4.1 4.1

6.5億円 6.8億円

7.6億円 7.7億円

2014 2017 2020 2021 （年度）

① 本学の電⼦ジャーナル等購読料

部局負担等
全学的基盤経費 1.0億円

1.2億円

1.9億円

2.6億円

2014 2017 2020 2021 （年度）

② 本学のAPC⽀出額 (推定)

※APC（Article Processing Charge）
論⽂をオープンアクセスにするために出版社へ⽀払う費⽤

l APC（論⽂掲載料）も価格上昇、⽀払額も年々増加
l ①＋②により、⼤学から出版社への⽀出総額が増⼤

⼤学が⽀払 著者が⽀払
(研究費等)



15アカデミアにおける危機感



16ジャーナル問題検討部会が要請する具体的取組

我が国の学術情報流通における課題への対応について
（審議まとめ）

令和３年２⽉１２⽇

科学技術・学術審議会情報委員会ジャーナル問題検討部会

https://www.mext.go.jp/content/20210212-mxt_jyohoka01-000012731_1.pdf

【⼤学等研究機関（執⾏部）】
• 関連データを収集した上で、各⾃の研究戦略に基づき、最適

な契約形態を定め、契約内容・経費配分を組み換えること。
• 各⾃の最適な契約形態等を定めた上で、同程度の規模や

契約状況等の⼤学等研究機関を契約主体としてグループ化
し、交渉主体を明確にする取組の検討を開始すること。

• 各機関が契約しているジャーナル等の情報を共有し、⾜りない
部分を補いあえるような有機的なネットワークを構築することに
ついて検討すること。

【⼤学等研究機関（図書館等の学術情報流通部⾨）】
• 関連データを収集、分析し、その結果を執⾏部と共有すること。
• APC⽀出額等、図書館だけでは収集が困難なデータについて

も、関係各部署と連携し、収集すること。
• ⾃機関の執⾏部のみならず、所属する研究者等へも現在の

⾃機関の状況等に係る情報提供、説明を積極的かつ丁寧に
⾏うこと。

https://www.mext.go.jp/content/20210212-mxt_jyohoka01-000012731_1.pdf


17転換契約プレスリリース (2022.2.8)
⼤⼿商業出版社との転換契約は国内初

画期的な試みとして注⽬

世界に放て ⽇本発の研究成果
ワイリー社との契約転換 4⼤学が覚書締結 〔2022.2.18〕

東北⼤・東⼯⼤など、論⽂のオープンアクセス出版
に関する覚書に署名 〔2022.2.8〕

⽶学術誌と転換契約
東北⼤など、論⽂引⽤増期待 〔2022.2.23〕

⽇刊⼯業新聞 論⽂引⽤の増加期待、東北⼤などが⽶学術誌と
始める新ビジネスモデル 〔2022.3.5〕

電⼦版
論⽂オープン化で世界に発信
東北⼤など⼤⼿出版と合意 〔2022.3.9〕



18Wiley社との転換契約への挑戦︓東北⼤学の場合
ジャーナル問題の打開策の⼀つとしての
「転換契約」
・ 購読からオープンアクセス(OA)出版への転換
・ OA出版の拡⼤、購読料の抑制を⽬指す

購読料

⼤学が⽀払
APC

著者が⽀払

購読料
相当分

APC
相当分

⼤学が⼀括⽀払

購読料
相当分

APC
相当分

購読料
相当分

APC
相当分

︻
転
換
契
約
︼

︻
従
来
)
契
約
︼

→ →

別々に⽀出

初年 ２年⽬ ３年⽬

【4⼤学とWiley社との転換契約パイロットプロジェクト】
► 契約期間︓2022年4⽉1⽇〜2024年12⽉31⽇（2年9か⽉）
► 契約条件︓購読額＋追加料⾦（2年⽬以降は⼀定の価格上昇あり）
► 閲覧条件︓Wiley社パッケージの全タイトル(約1,430誌)を全て閲覧可
► 出版条件︓ハイブリッド誌(約1,390誌)で、所定の論⽂数まではOA出版可

(論⽂数の枠を超過した分は割引APCでOA出版可)

【期待される効果】
► 学内研究者のAPC⽀払額を軽減するとともに、ジャーナル購読料を抑制
► 論⽂OA化促進により、研究発信⼒の強化、被引⽤数拡⼤を期待
► 研究者の⽴替払いから図書館への⼀括振替移⾏による、⽀払⼿続きの簡素化
► 今後の他出版社との転換契約拡充に対応

【東北⼤学における運⽤】
► ハイブリッド誌にOA出版する場合、著者がAPCの半額を負担
► 著者から徴収した⾦額を、「追加料⾦」の⽀払いと、購読料への補填に充当



19Wiley社との転換契約における東北⼤学内のフロー

部局事務

論⽂アクセプト OA出版申請 本学構成員であることを
確認・承認⼿続き

Wiley社システム
AS

(Author Services)

OA出版分担⾦額を算出し、
部局事務へ振替依頼OA出版分担⾦を

図書館へ振替
当該研究者へ
振替額を連絡

著者
（研究者）

原則として東北⼤メール
アドレスを使⽤
（本学構成員であること

を認証するため）
※その他のメールアドレスをご

使⽤の場合は、図書館へ
事前にお知らせください。

図書館

► 規程 「東北⼤学オープンアクセス推進に係る論⽂掲載料⽀援制度実施要領」 を整備
► 将来的に持続可能な体制となるよう、パイロットプロジェクト期間中に検証し、評価・判断

契約年終了時に
購読費と調整

出版枠超過後は
Wiley社へ
APC(5％割引)
を追加⽀払

→

Wiley社システム
WOAA

(Wiley Open Access 
Account)



•関係部署間の連携が素晴らしかった︕
•附属図書館、研究推進課、財務部……
•東北⼤学の場合はかなり図書館主体
•会計システムによりAPCの把握
•（URAセンターのご協⼒）

•⼤義をもとに志を共にする「同志」が迅速に対応
•電話、メール、Slack、Zoom、……

• 3か⽉で16論⽂をOA承認（23論⽂は⾮OA選択）
• APCの平均は約 $4,000 （最低 $2,650、最⾼ $5,250）

20振り返りとして



21参考⽂献として

岩波「科学」６⽉号
http://hdl.handle.net/10097/00135322

https://current.ndl.go.jp/e2505

http://hdl.handle.net/10097/00135322
https://current.ndl.go.jp/e2505


22FAQ 1︓なぜ4⼤学か︖ → ⼤学群としての挑戦
⼤学群としてすすめるメリット
• ⼀定の規模感をもったOA枠の確保（スケールメリットあり）
• そもそも個別の⼤学単独では転換契約の交渉規模に⾄らない（論⽂数等）
⼤学群として検討をすすめる上での争点と課題
• ⼤学群として、誰が、どのように、マネジメントするか︖
• OA枠をどのようなルールのもと、分配するか︖

⾃然科学研究機構 ⼩泉周特任教授・統括URA 作成スライドに⾚字部分を追記

東北⼤学
（総合⼤学）

東京⼯業⼤学
（国⽴理⼯系）

東京理科⼤学
（私⽴理⼯系）

⼤学群
マネジメント

総合研究⼤学院⼤学
（研究機関の集合体）



23FAQ 2︓学内の合意形成は︖→ 学内での情報共有・議論
◆ 図書館ウェブサイトにジャーナル問題に関する解説を掲載

（これまで開催したセミナーの資料・動画等も掲載）
◆ 学内研究者・職員を対象としたセミナーの開催

□ 学術雑誌の動向に関するセミナー2019
⼤隅典⼦附属図書館⻑が学内6か所で講演（2019.4〜9）

□ ジャーナル問題に関するセミナー シリーズ
第1回（2021.3.4）
演題︓ジャーナル問題をどのように判断するか︖
講師︓NII 船守美穂准教授

第2回（2021.5.27）
演題︓研究のマス化とデジタル時代における研究評価
講師︓NII 船守美穂准教授

第3回（2021.10.18）
演題︓トークセッション「東北⼤学のジャーナル問題を考える」
講師︓東北⼤学 河村純⼀教授，⽶澤彰純教授，

早川美徳教授，⼤⾕栄治名誉教授
第4回（2022.5.18）
演題︓Wiley転換契約パイロットプロジェクト説明会
講師︓東北⼤学 ⼤隅典⼦附属図書館⻑ ほかhttp://www.library.tohoku.ac.jp/research/journalissues.html

http://www.library.tohoku.ac.jp/research/journalissues.html


24FAQ 3︓なぜ著者の負担を半額に︖
• ⼤学として持続可能なモデルを⽬指した（財源の⾯で）
• 「三⽅よし」の説明

ü 著者︓通常のAPC額よりも⼤幅に負担減
ü 部局︓購読額へ振り替えられれば、部局も負担減
ü ⼤学︓OA論⽂増により、学内研究成果の可視化

※ 半額でも⽀払えない研究者はOAを選択しないデメリットも

参考︓カリフォルニア⼤学のElsevier社との転換契約（2021.4〜2025.3）
multi-payer model ⼤学がAPCの$1,000を負担＋著者が残額を負担

（研究助成を得ていない研究者の分は⼤学が全額負担）
船守美穂. mihoチャネル（2021-03-25）より https://rcos.nii.ac.jp/miho/2021/03/20210325/

https://rcos.nii.ac.jp/miho/2021/03/20210325/


• 国内の他の⼤学へ拡充
※ 交渉開始当初から、他⼤学への展開を意識

• 他の出版社へ拡充

• 他⼤学、コンソーシアム（JUSTICE）との連携強化

• パイロットプロジェクトの効果の測定

25今後の展開

知のインフラを⽀える仕組みを皆で考えよう︕



26商業化に巻き込まれる研究者と研究機関

先⾏研究調査

資⾦確保

実験・解析

新たな研究成果

論⽂執筆

投稿

出版

アウトリーチ

評価・分析

⽂献データベース ⽂献データベース

⽂献管理ツール

ワークフローツール
デジタル実験ノート

研究データ管理

論⽂執筆・投稿⽀援サービス

プレプリントサーバ 機関リポジトリ

出版プラットフォーム

機関リポジトリ

研究分析ツール 業績データベース研究成果評価分析ツール

研
究

ワ
ー

クフ
ロー

出典︓船守美穂（国⽴情報学研究所）．「研究のマス化」とデジタル時代における研究評価︓研究評価は変わる必要があるか．
東北⼤学附属図書館主催 「ジャーナル問題に関するセミナー」（2021/5/27）講演スライド p.127 より
https://researchmap.jp/funamori/presentations/32614368

エルゼビア社が提供する研究ツール

•エルゼビア社がM&Aを繰り返すこと
により、様々な研究ツールを整備

研究ワークフローのすべてを掌握

• 他社も同様の戦略

https://researchmap.jp/funamori/presentations/32614368


27そもそも、このままで良いのか︖

APC in $（2018.6）作成︓東北⼤学附属図書館
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•出版社の⾔うがまま︖

28そもそも、このままで良いのか︖

作成︓東北⼤学附属図書館

※⾚字はFull OA誌
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29⾮商業出版の例
●J-Stageのプラットフォームにて運⽤
●Full OAジャーナル
●2021年のIF=2.547
●APCがお得♬



• バックファイルの整備︖

30我が国における知のインフラ整備の将来像︖

誰が知のコストを払うのか︖



本⽇の内容

1. ⼀歩前へ︕ 「転換契約」の顛末とこれから

2. 災害レジリエントな⼤学図書館へ

3. オープンサイエンス推進と論⽂の引⽤数増加

4. 多様なステークホルダーとの協働



32「令和4年福島県沖地震」による被害
2022.3.16 (⽔) 23:36 発⽣ M7.4（仙台市⻘葉区 震度5強）

図書館ウェブサイトでの記録公開 http://www.library.tohoku.ac.jp/news/2021/TUL_EQ20220316report1.html

本館 古典資料 農学分館 製本雑誌

http://www.library.tohoku.ac.jp/news/2021/TUL_EQ20220316report1.html


33種々、メディア掲載いただきました



34「令和4年福島県沖地震」による被害・対応
書籍の落下 施設 設備 開館・対応状況

本館 157,000冊
(図書 22,000冊
雑誌 85,000冊
古典 50,000冊)
※うち、⽔損図書

374冊

・天井からの漏⽔
・屋上冷却塔囲い壁破損
・壁の⻲裂

・空調機の使⽤停⽌
（配管破損）

・屋上クーリングタワー破損
（配管ずれ、配管⽀え転倒）

・3/17(⽊) 臨時休館
・3/18(⾦) 短縮開館(9-17時)
・3/19(⼟)-21(⽉･祝) 臨時休館
・3/22(⽕) 通常時間での開館再開

医学分館

★2020年改修

60,000冊
(図書 30,000冊
雑誌 30,000冊)

・天井ボードの⼀部破損
・躯体壁・ボードの⻲裂
・外壁タイル破損

・空調機グリルの落下・破損
・書架側板の⼀部破損
・書架固定壁⾯破損

・3/17(⽊) 臨時休館
・3/18(⾦)- 短縮開館(平⽇9-17時)
・4/4(⽉)- 通常時間での開館再開(時間外利⽤あり)
※⼀部の閲覧席は利⽤不可

北⻘葉⼭分館
(臨時図書室)
※改修⼯事中

15,000冊
(図書 6,000冊
雑誌 4,500冊)

・3階特殊資料室の⼤型地図
キャビネット転倒

・3/17(⽊)-18(⾦) 臨時休室
・3/22(⽕) 臨時図書室再開(平⽇9-17時)

⼯学分館 40,000冊 ・壁の⼀部破損 ・機械室設備（パイプ）の破損
・書架の天つなぎのボルト外れ、
側板外れ

・3/17(⽊)-18(⾦)午前 臨時休館
・3/18(⾦)午後-4/1(⾦) 短縮開館(平⽇9-17時)
・4/4(⽉)- 平⽇ 通常開館(時間外,休⽇開館は休⽌)
・5/12(⽊)- 通常時間での開館再開(時間外利⽤あり)

農学分館

★2016年竣⼯

110,000冊
※2階閲覧室

の全書籍

・3階ロフトエリア天井落下
の危険性（⽴⼊禁⽌）

・壁の⻲裂等損傷多数

・空調機落下6台
・事務室・共⽤書庫ドア鍵故障
・窓サッシの外れ
・1階ラウンジ書架3台転倒

・3/17(⽊)-当⾯ 臨時休館
・4/4(⽉)- 部分開館(平⽇9-17時)
・4/25(⽉)- 開館時間拡⼤(平⽇9-20時)
・6/13(⽉)- 通常時間での開館再開(時間外利⽤あり)

図書館ウェブサイトでの記録公開 http://www.library.tohoku.ac.jp/news/2021/TUL_EQ20220316report1.html

2022.6.13現在

http://www.library.tohoku.ac.jp/news/2021/TUL_EQ20220316report1.html


35これまでの書籍落下防⽌対策と今回の状況
落下防⽌バー

農学分館 製本雑誌
上部2段に落下防⽌バーを設置していたが、
バーを⾶び越えて落下、または棚板ごと落下

※効果があった館もあり

棚の傾斜（2021年地震以降、各館で実験中）

5° 4° 3°

本館 狩野⽂庫
傾斜⾓度を変えて実験中だった
3度・4度では落下、5度では落下が抑制

※効果があった館となかった館があり



36これまでの書籍落下防⽌対策と今回の状況
棚はめ込み式保存箱

前回(2021.2)の地震時 今回(2022.3)の地震保存箱の設置(2021.11)

その他

•傾斜スライド棚
•落下抑制テープ
• チェーン、紐
•滑り⽌め付きブックエンド
•転倒防⽌パーツ

etc.



•すべての書籍を保管→ディジタルへの移⾏︖
•和書の電⼦化を進めるには︖

•建て替えられるなら「免震構造」に︕︕︕
•建築コスト
•遺跡出没…

•フィジカルとヴァーチャルの「いいとこどり」は︖
•残したいコモンズ機能
•ロボットの活⽤も︖

37「災害レジリエントな図書館」の在り⽅は︖



本⽇の内容

1. ⼀歩前へ︕ 「転換契約」の顛末とこれから

2. 災害レジリエントな⼤学図書館へ

3. オープンサイエンス推進と論⽂の引⽤数増加

4. 多様なステークホルダーとの協働



39Asia University Rankings 2022 (Times Higher Education)
⽇本の⼤学のランキング 他国の上位⼤学と東京⼤学の⽐較

https://www.timeshighereducation.com/world-university-rankings/2022/regional-ranking

https://www.timeshighereducation.com/world-university-rankings/2022/regional-ranking


40各国のOA論⽂の割合⽐較

Source: Clarivate Analytics WoS収録論文(全出版社)を対象, Wiley調べ
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2016 2020

グローバル平均: 35.3% (2020)

グローバル平均以上のOA論⽂の割合を維持しているが、
政府や研究助成機関の⽅針を背景に欧州各国のOA化率の伸びが顕著

↑11%↑21% ↑17% ↑15% ↑10% ↑17% ↑17%



•論⽂受理︕
•OA選択、APC⽀払い等…
•Galley Proof確認（48時間以内︕）
•論⽂掲載（インターネットで公開、URL/DOI決定）︕︕︕
•（研究組織からのプレスリリース公開）
•⾃ら拡散︕︕︕（SNSの活⽤︕）
•研究コミュニティによるさらなる拡散︕︕︕
•引⽤数増加に繋がる

41研究者にとって「論⽂出版」がゴールではない︕



42SNS活⽤による引⽤数増加
Luc et al., Ann Thorac Surg 2021;111:296-301

112報の論⽂について1:1にランダマイズして⽚⽅はエディター（53kフォロワー）がツイートして⽐較

引⽤数4.4倍 Altmetric Score9.1倍

呪縛を解くこと︕
●「⾃⼰引⽤」は悪くない
●SNSは怖くない︕



本⽇の内容

1. ⼀歩前へ︕ 「転換契約」の顛末とこれから

2. 災害レジリエントな⼤学図書館へ

3. オープンサイエンス推進と論⽂の引⽤数増加

4. 多様なステークホルダーとの協働



44国⽂学研究資料館 「歴史的典籍NW事業」
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国⽂学研究資料館 事業概要パンフレットより https://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/images/NIJL-NWproject_pamphlet.pdf

◆期間 2014〜2023年度（10年間）

◆事業費総額 39.5億円（要求額）

◆実施計画
1) ⽇本語の歴史的典籍DBの構築
2) 国際共同研究ネットワークの構築
3) 国際共同研究の推進

◆連携機関
＜国内＞
北海道⼤学、東北⼤学、筑波⼤学、東京⼤学、
お茶の⽔⼥⼦⼤学、名古屋⼤学、京都⼤学、
⼤阪⼤学、神⼾⼤学、奈良⼥⼦⼤学、広島⼤学、
九州⼤学、慶應義塾⼤学、國學院⼤學、
⽴教⼤学、早稲⽥⼤学、⼤⾕⼤学、同志社⼤学、
⽴命館⼤学、関⻄⼤学
⼈間⽂化研究機構（国⽴歴史⺠俗博物館、
国⽴国語研究所、国際⽇本⽂化研究センター）

＜国外＞
コレージュ・ド・フランス⽇本学⾼等研究所 ほか

https://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/images/NIJL-NWproject_pamphlet.pdf


45国⽂学研究資料館 「新⽇本古典籍総合データベース」

国⽂学研究資料館 データベースパンフレット https://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/images/kotensekiDB-pamphlet.pdf

●歴史的典籍NW事業で作成された古典籍の⾼精細デジタル画像を公開
●画像18万点を収録（2022.4現在）

うち、東北⼤学附属図書館所蔵資料は1.7万点
（公開点数は国⽴国会図書館に次いで第2位）

東北⼤学附属図書館所蔵 「狩野⽂庫」 『繪本江⼾⼟産』

https://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/images/kotensekiDB-pamphlet.pdf


46クラウドファンディングによる「漱⽯⽂庫」のデジタル化

https://readyfor.jp/projects/soseki-library

https://readyfor.jp/projects/soseki-library


47「漱⽯⽂庫」 デジタルアーカイブの構築
◆ 画像の⼆次利⽤⾃由化
申請不要で営利/⾮営利問わず利⽤可

◆ 寄附⾦等によるデジタル化
●クラウドファンディングで得た資⾦により、
漱⽯⾃筆資料等793点をデジタル化し公開

●今後、「図書館のみらい基⾦」等により、
書き⼊れのある書籍のデジタル化を予定

『それから』 構想メモ



•すべての書籍を保管→ディジタルへの移⾏︖
•和書の電⼦化を進めるには︖＞出版業界

•建て替えられるなら「免震構造」に︕︕︕
•建築・設備構築における⼯夫、コスト＞建築関連業界
•遺跡出没…＞埋蔵⽂化財保護⾏政関係

•フィジカルとヴァーチャルの「いいとこどり」は︖
•残したいコモンズ機能＞教育学・⼼理学関係
• ロボットの活⽤も︖＞エンジニア等

48多様な⽅々との協働が必要︕



49図書館に求められる役割の変化

先⾏研究調査

資⾦確保

実験・解析

新たな研究成果

論⽂執筆

投稿

出版

アウトリーチ

評価・分析

これまで これから
研究ワークフロー

◆ 研究成果の収集・保存・
発信

• 資料の購⼊・保存・提供
• 電 ⼦ リ ソ ー ス の 契 約 ・

アクセス環境整備
• 所蔵資料のデジタル化
• 学内研究成果の収集・

保存・発信

◆ 研究プロセスへの関与

• 研究データの管理・保存・
発信

• アカデミックリテラシー・アカ
デミックマナーに関する⽀援

• 研究インフラの環境整備
への⼀層の関与

etc.



50ニューノーマルを⾒据えた図書館の在り⽅

ニューノーマルを⾒据えたハイブリットな図書館サービスの実現

感染症拡⼤防⽌の観点を
踏まえたリアルな図書館利⽤環境の整備

安⼼・安全な「場」としての
図書館サービスの再検討

オンラインサービスの充実・強化
による教育研究DXの推進

オンライン活⽤による
教育研究⽀援の機能強化

リアル空間 サイバー空間

オープンアクセス
電⼦ブック
デジタルアーカイブ
研究データ
オンライン教材



51Taking home messages

https://unboxingstartups.com/unfolding-steve-jobs-and-apple-story/

Connecting dots…



52Taking home messages
Be 

Uncomfortable!!!
「⼼地よいゾーン」から
⼀歩踏み出すこと

https://www.washington.edu/leadership/

⽶国ワシントン⼤学学⻑
Ana Mari Cauce先⽣


